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Abstract
　The present paper attempted to understand English learnersʼ experiences by analyzing an online questionnaire sur-
vey of first-year students at Nihon Fukushi University. There were 89 responses in all. Participants were asked to an-
swer the following questions: how they rated their English proficiency level, what areas of English they wanted to im-
prove, whether they like using English or not, when they began not to like English (if they do not like it), what types of 
English lessons had made good or bad impressions, and what kinds of English lessons they hoped to receive at the uni-
versity. 
　The results indicated that participants had little confidence in their English ability, and more than half reported not 
liking English. Approximately 70% of the participants from some department did not like learning English, and most 
stated that they found it difficult to learn English when they were in junior high school. The findings also revealed that 








































































































































































聞 く 力 2.22（.78）
話 す 力 2.01（.80）
読 む 力 2.44（.81）
書 く 力 2.22（.75）
文法知識 2.16（.70）
語 彙 力 2.21（.75）
全体平均 2.21（.77）
分 野 回答数（比率）
話 す 力 72（49.0）
聞 く 力 39（26.5）
語 彙 力 12（8.2）
読 む 力 9（6.1）






















































































る授業 12（5.9） 力不足の先生 9（3.8）
参加型の授業 7（3.4） 文法の授業 8（3.3）
































































分野 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
聞 く 力 2.33（.78） 2.30（.77） 2.14（.80）
話 す 力 2.17（.83） 2.18（.85） 1.84（.75）
読 む 力 2.67（.78） 2.67（.85） 2.20（.73）
書 く 力 2.17（.72） 2.52（.67） 2.02（.76）
文法知識 2.25（.87） 2.42（.61） 1.93（.64）
語 彙 力 2.50（.80） 2.33（.65） 2.05（.78）
全体平均 2.35（.79） 2.40（.75） 2.03（.75）
伸ばしたい分野 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
聞 く 力 9（37.5） 14（25.5） 16（23.5）
話 す 力 8（33.3） 28（50.9） 36（52.9）
読 む 力 1（4.2） 4（7.3） 4（5.9）
書 く 力 2（8.3） 3（5.5） 4（5.9）
文法知識 1（4.2） 2（3.6） 3（4.4）






























授業タイプ 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
わかりやすい授業 8（25.0） 22（24.4） 26（31.3）
ゲームや劇を
取り入れた授業 2（6.3） 11（12.2） 16（19.3）
ペアやグループで
取り組む授業 6（18.8） 13（14.4） 6（7.2）
ビデオ（映像）を
用いた授業 6（18.8） 8（8.9） 10（12.0）
英語の歌を
取り入れた授業 1（3.1） 7（7.8） 10（12.0）
文法や英作文の
工夫された授業 2（6.3） 8（8.9） 6（7.2）
ネイティブ・スピー
カーの授業 4（12.5） 7（7.8） 3（3.6）
英語でやり取り
する授業 3（9.4） 6（6.7） 3（3.6）
参加型の授業 0 5（5.6） 2（2.4）
音声重視の授業 0 3（3.3） 1（1.2）
授業タイプ 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
わかりにくい授業 7（15.9） 18（19.4） 21（20.4）
配慮・資質に
欠ける先生 8（18.2） 19（20.4） 16（15.5）
一方的な授業 11（25.0） 12（12.9） 16（15.5）
自分のレベルに
合わない授業 3（6.8） 15（26.1） 15（14.6）
何かをやらされる
授業 3（6.8） 9（9.7） 15（14.6）
教科書べったりの
授業 5（11.4） 6（6.5） 3（2.9）
暗記させられる
授業 2（4.5） 4（4.3） 8（7.8）
力不足の先生 2（4.5） 4（4.3） 3（2.9）
文法の授業 2（4.5） 2（2.1） 4（3.9）
和訳中心の授業 1（2.3） 4（4.3） 2（1.9）
時期 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
中学 1年生 0 5（27.8） 12（42.9）
中学 2年生 0 4（22.2） 10（35.7）
中学 3年生 1（100.0） 2（11.1） 4（14.3）
高校 1年生 0 2（11.1） 2（7.1）
高校 2年生 0 5（27.8） 0





授業タイプ 国際福祉開発学部 看護学部 経済学部
1
英会話が
できるように 4（28.6） 5（16.7） 9（21.4）
2
わかりやすい
授業 5（35.7） 4（13.3） 5（11.9）
3
専門につながる
学習 0 9（30.0） 0
4
英語の歌を
取り入れた授業 0 1（3.3） 6（14.3）
5
基礎・基本の
学習 1（7.1） 3（10.0） 2（4.8）
6 その他 0 2（6.7） 4（9.5）
7 参加型の授業 0 2（6.7） 3（7.1）
8 楽しい授業 1（7.1） 1（3.3） 2（4.8）
9 発音の学習 1（7.1） 1（3.3） 2（4.8）
10 文法の学習 2（14.3） 0 2（4.8）
11
実用的な








授業 0 1（3.3） 0
14
資格試験に
役立つ授業 0 0 1（2.4）
15
リーディングの
授業 0 0 1（2.4）
16
ペア・グループ
の授業 0 0 1（2.4）
表 12　学部別学生の望む授業タイプ（回答数，比率）
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「悪い印象の授業」については，学部によって異な
る結果となり，英語の苦手な学生が多数の学部にお
いては，「わかりにくい授業」が最も回答数が多
かった．
　上記の結果を鑑みて，本学の英語教育においては，リ
スニングやスピーキング活動を取り入れつつ，基礎的な
文法や語彙力を考慮した授業をわかりやすく展開してい
くことが重要であることが示された．
　さらに，今後の本研究を発展させるために，以下の点
を改善する必要があると考える．
1） 学部ごとの回答数にばらつきが大きく，学部別の回
答数に偏りがあった．今後はアンケートの回答数を増
やし，より的確に学生の状況を把握する必要がある．
2） 本研究ではテキストマイニングや因子分析等の統計
処理を行っていない．今後は，統計処理を行うこと
によってより鮮明に学生の状況を把握することがで
きる．
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注
１　具体的な時期を明記せず「中学校」としか記入しなかった
3回答（国際福祉開発学部 1回答，経済学部 2回答）は，
ここでは分析対象から外した．
２　空欄であったり，「特になし」と書いた回答は分析対象か
ら外した．
　設問 6の「悪い印象の授業」については，学部別に
結果が異なった（表 11）．苦手意識の強い学生の多い経
済学部では，「わかりにくい授業」が最も回答数が多
かったが，国際福祉開発学部では「一方的な授業」が最
も多い結果となった．設問 5と 6の結果を勘案すると，
授業に対して「わかりやすさ」がポイントになってお
り，特に苦手意識の強い学生の多い学部については，歌
やゲームを取り入れたり英語のやり取りの多いアクティ
ブ・ラーニングより「わかりやすい授業」が好印象を残
した．
　設問 7を学部別に分析すると，学部によってニーズ
が異なることが読み取れる（表 12）．例えば，看護学部
は，他学部のように「英会話ができるように」なりたい
学生も多いが，それよりも看護・医療英語に関連した授
業タイプを望んでいる学生が多いことがわかる．単に，
日常的な英会話ができるようになるということだけでな
く，将来，医療現場に出たときに役立つ専門的な語彙・
表現を学習したいことが読み取れる．
４. まとめと今後の課題
　「本学の学生は英語が苦手である」というセリフは，
英語教員の間でよく耳にする．しかし，それが本当なの
か，苦手意識を持っているとしても，どの程度なのか明
らかにされてこなかった．本調査は，アンケート調査を
通して量的に分析し，本学学生の英語に関する状況を明
確に把握することを目的とした．本研究の結果から，大
学入学時における学生の英語に関する状況の一部が明ら
かになった．本調査の結果として，以下の 3点に集約
できる．
1） 英語力自己評価点に関しては，全体として平均が低
く，英語に自信がないことが明らかになった．特に
経済学部で「文法知識」に対し低い結果となった．
伸ばしたい英語分野としては，全学部で「話す力」
及び「聞く力」をつけることを望んでいることがわ
かった．
2） 英語に対する苦手意識は，学部によって大きな隔た
りがあることがわかった．具体的には，経済学部は
苦手意識を持つ学生が多い一方，国際福祉開発学部
ではほとんど皆無であった．
3） 「良い印象の授業」については，「わかりやすい授
業」がどの学部においても最も高評価であった．
